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準
備
会
及
び
全
体
会
、
合
わ
せ
て

一
二
回
ほ
ど
の
会
議
開
催
を
経
て
、

ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
三
か

月
間
で
農
事
組
合
法
人
「
滝
の
里
フ

ァ
ー
ム
」
の
創
立
に
至
り
ま
し
た
。

　

短
期
間
で
創
立
が
実
現
で
き
た
の

は
、
多
く
の
組
合
員
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
衰
退
し
て
い
く
と
い
う
危
機
感

を
持
ち
、
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
同

じ
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
一
一
月
に
日
向
地
区

農
地
・
水
・
環
境
保
全
組
織
の
事
業

を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
進
地

視
察
を
実
施
し
た
際
に
大
き
く
心
を

五
年
目
に
は
五
十
㌶
規
模
へ
の
拡
大

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
全

面
積
を
直
播
栽
培
に
し
て
い
る
こ
と

と
、
従
業
員
二
名
の
冬
期
い
ち
ご
栽

培
研
修
も
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
農
業
委
員
　
齋
藤
　
均
）

　

当
升
田
地
区
は
、
鳥
海
山
の
南
麓

に
位
置
し
、
玉
簾
の
滝
を
有
す
る
山

村
で
す
。
農
地
の
面
積
が
六
〇
㌶
ほ

ど
の
水
田
地
帯
で
、
水
稲
と
そ
ば
を

基
幹
作
物
と
し
て
栽
培
す
る
地
域
で

す
。

　

以
前
は
、
農
家
戸
数
が
五
〇
戸
余

り
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
三
〇

戸
足
ら
ず
と
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
て
、
今
後
の
農
地
の
維
持
、
管

理
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
環
境
の
変

化
に
対
応
し
、
効
率
的
な
水
田
農
業

の
実
践
と
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ

る
農
業
所
得
の
向
上
と
地
域
農
業
の

維
持
、
発
展
を
図
る
た
め
に
、
農
事

組
合
法
人
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
、
昨

年
の
一
二
月
か
ら
動
き
出
し
ま
し
た
。

は
二
名
で
す
。

　

現
在
、
二
〇
㌶
で
の
主
食
用
米
、

大
豆
、
飼
料
米
の
生
産
か
ら
始
め
、

　

中
平
田
地
区
熊
手
島
（
福
島
）
に

本
年
一
月
九
日
、
株
式
会
社
米
米
飯

（
ま
い
ま
い
は
ん
）
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

設
立
の
目
的
は
農
産
物
の
生
産
・

販
売
、
農
作
業
の
受
託
、
そ
の
他
関

連
事
業
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

会
社
名
の
「
米
米
飯
」
は
、
こ
れ

か
ら
独
自
販
売
を
す
る
と
き
に
、
な

る
べ
く
印
象
強
く
、
親
し
み
や
す
く

覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
に

加
え
リ
ズ
ム
も
い
い
名
前
と
し
て
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

代
表
取
締
役
は
阿
部
恒
基
さ
ん
で
、

奥
さ
ん
が
取
締
役
、
そ
し
て
、
社
員

　
こ
こ
一
、
二
年
、
農
業
の
法
人
化
の
動
き
が
顕
著
で
す
。

　
酒
田
市
で
は
、
本
年
三
月
ま
で
に
株
式
会
社
の
形
態
を
と
る
法
人
が

一
八
法
人
、
農
事
組
合
法
人
が
一
三
法
人
、
合
わ
せ
て
三
一
の
法
人
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
法
人
化
に
向
け
た
最
近
の
動
き
を
、
い
く
つ
か
の
例
を
挙

げ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

トラクター２台体制で直播準備を進める米米飯株式会社

滝の里ファームは地域農業の活性化に取り組みます

法
人
化
に
向
け
た

   

地
域
で
の
取
り
組
み

特
集

米
米
飯
株
式
会
社

代
表
理
事
　
池
田
善
幸

農
事
組
合
法
人

「
滝
の
里
フ
ァ
ー
ム
」
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今
、

新
堀
地

区
に
設

立
さ
れ

た
七
つ

の
オ
ペ

レ
ー
タ

ー
組
合

全
部
が
、

農
事
組

合
法
人

の
設
立

に
向
け
た
事
務
作
業
を
行
う
準
備
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
各
組
織
で
取
り
組
み
に

対
す
る
温
度
差
が
あ
り
、
ま
ち
ま
ち

な
進
捗
状
況
で
あ
る
の
も
現
実
で
す
。

こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
三
〇
〇

〇
筆
以
上
に
も
及
ぶ
農
地
の
確
定
と

組
合
員
の
最
終
的
な
意
志
確
認
を
行

い
、
年
内
の
法
人
化
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

（
農
業
委
員
　
柿
﨑
一
美
）

農
の
意
向
調
査
を
行
い
な
が
ら
法
人

化
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
設
立
に

気
持
ち
が
傾
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

延
長
手
続
き
を
行
い
、
昨
年
八
月

こ
ろ
ま
で
は
農
業
情
勢
の
デ
ー
タ
等

を
出
し
て
、
支
援
員
を
交
え
て
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
前
向
き
な
話
し
合

い
に
進
展
し
て
い
る
の
は
、
ま
だ
二
、

三
組
織
の
状
態
で
し
た
。

　

九
月
に
入
り
二
六
年
産
米
の
仮
渡

し
金
が
提
示
に
な
る
と
、
農
業
経
営

に
不
安
を
抱
く
農
家
が
多
く
な
っ
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

地
区
に
は
約
七
〇
〇
㌶
の
農
地
と
、

庄
内
町
に
四
〇
㌶
程
の
耕
作
地
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
地
区
以
外
の
農
家

が
耕
作
し
て
い
る
農
地
が
二
割
程
度

点
在
し
て
い
ま
す
。

　

話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
過
程
で

は
色
々
な
問
題
が
出
て
き
て
、
解
決

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
均

就
農
年
齢
も
年
々
高
く
な
り
、
数
年

後
に
は
六
五
歳
を
超
え
る
現
実
が
そ

こ
に
あ
り
ま
す
。
毎
年
一
人
程
度
の

新
規
就
農
者
が
誕
生
し
て
は
い
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
こ
れ
か
ら
の
地

域
農
業
を
見
据
え
た
時
に
、
続
け
て

い
く
こ
と
が
不
可
能
に
近
い
状
況
で

す
。

個
々
の
自
由
裁
量
が
保
た
れ
、
ま
た
、

米
価
下
落
の
中
、
代
表
者
に
は
経
営

に
対
す
る
重
い
責
任
が
か
か
る
も
の

の
、
そ
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
、
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら

に
、
今

は
農
協

や
農
機

具
販
売

会
社
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー
関
連

の
会
社

に
勤
め

て
い
る
集
落
の
人
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ

と
も「
定
年
帰
農
」し
て
も
ら
い
、
今

の
職
場
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
活
か
し
、

一
緒
に
こ
の
地
域
の
農
業
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
農
業
委
員
　
後
藤
保
喜
）

　

平
成
一
八
年
一
一
月
に
農
用
地
利

用
改
善
組
合
を
設
立
し
、
一
九
年
三

月
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
組
合
を
設
立
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
話
し
合
い
や
営

揺
り
動
か
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
ま
す
。

　

農
業
者
二
三
名
が
参
加
し
四
二
・

一
㌶
余
り
の
経
営
面
積
を
有
し
、
組

合
員
の
共
同
の
利
益
を
増
進
す
る
た

め
、
既
存
の
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

及
び
農
業
機
械
効
率
利
用
組
合
の
二

団
体
も
吸
収
し
法
人
と
し
て
活
用
し
、

農
作
業
の
共
同
化
を
実
践
し
ま
す
。

　

地
域
の
農
業
を
み
ん
な
で
守
る
た

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
農
を
通
し
、
豊

か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

海
ヶ
沢
集
落
（
戸
数
三
戸
）
と
鹿

島
集
落
（
戸
数
二
八
戸
）
は
、
旧
平

田
町
北
俣
地
区
の
一
番
山
あ
い
に
位

置
す
る
集
落
で
す
。
現
在
は
、
お
よ

そ
三
五
㌶
の
農
地
面
積
に
、
構
成
員

一
三
名
の
集
落
営
農
組
織
で
す
が
、

本
年
度
の
法
人
設
立
に
向
け
て
意
気

込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
Ａ
さ
ん
に
よ

る
と
、
法
人
化
の
機
運
が
高
ま
っ
た

の
は「
従
事
分
量
配
当
方
式
」と「
中

間
管
理
事
業
の
地
域
集
積
協
力
金
」

の
二
つ
が
大
き
い
と
言
い
ま
す
。
特

に
従
事
分
量
配
当
方
式
に
す
れ
ば
、

法人設立に取り組む海ケ沢・鹿島ファーム

法人化に向けて準備を進める新堀地区

中
山
間
地
域
で
設
立
を
目
指
す

海
ケ
沢・鹿
島
フ
ァ
ー
ム

新
堀
地
区
の

法
人
化
ヘ
の
取
り
組
み
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し
た
農
業
振
興
」
の
視
点
か
ら
、

○
将
来
の
設
置
を
想
定
し
た
道
の
駅

や
既
存
の
観
光
名
所
を
活
用
し
た

産
直
機
能
等
の
考
え
方

○
地
場
産
の
お
酒
（
日
本
酒
や
ワ
イ

ン
）
を
乾
杯
の
際
に
使
用
す
る
こ

と
で
、
地
場
産
農
産
物
の
活
用
に

つ
な
げ
る
こ
と

○
市
内
に
あ
る
産
直
施
設
を
一
堂
に

集
め
て
の
地
場
産
農
産
物
即
売
会

の
開
催

な
ど
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会
の
農

業
振
興
委
員
会
遠
田
君
雄
副
委
員
長

か
ら
の
提
言
の
後
に
、
積
極
的
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
月
一
二
日
に
、
酒
田
市
議
会
建

設
経
済
常
任
委
員
会
委
員
と
農
業
委

員
と
の
意

見
交
換
会

を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、

地
産
地
消

・
消
費
拡

大
を
テ
ー

マ
に
「
地

場
産
農
産

物
を
活
用

積極的な意見が交わされました

申請内容 締切日 許可書等交付日

農地の権利移動
（農地法第３条）

毎月20日

翌月20日ころ
農地転用
（農地法第４条・第５条）

毎月25日

農用地利用集積計画 毎月20日 翌月30日ころ

許可申請の締切日等をお知らせします

農地の貸借・売買・転用等農地に関することや
農業者年金についてのご相談はありませんか？
農業委員が出向いてご相談をお受けいたします。

農業委員会の
出前相談を開催します

◇日　時　６月12日（金）
　　　　　午後２時～４時
◇場　所　庄内みどり農協 酒田支店

　平成27年度酒田市農業委員会活動重点目標を定めました。
　農地法等の改正により、新たに農業委員会に位置付けられ
た「農地中間管理事業による担い手への農地集積等の推進」、
「遊休農地対策の強化」、「農地台帳等の公表」の業務につい
て適切に対応し、優良農地の確保と有効利用を図ります。
　農家の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

１．農地中間管理機構等を活用した担い手への農地集
積・集約化の促進
・酒田市農地集積センターの活動支援と関係機関

との連携強化

２．遊休農地解消に向けた活動の推進
　　・農地利用状況調査と意思確認の取り組み

３．開かれた農業委員会活動による「見える化」の推進
　　・農業委員会報「きらり」の発行による情報発信
　　・食育活動の継続実施
　　・農業委員会「出前相談」の継続実施

４．転用農地の現地確認調査の実施

５．農業者年金の加入推進
　　・JA担当職員を含めた事務研修会の継続実施
　　・新たな推進班の編成による加入推進

６．農業委員会史４の発行

平成27年度 酒田市農業委員会活動重点目標

酒
田
市
議
会
建
設
経
済
常
任

委
員
と
の
意
見
交
換
会

地域農業の発展を目指して

第1回

臨時総会で決定
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る
女
性
農
業

委
員
の
活

動
」
と
し
て

酒
田
市
、
三

川
町
、
遊
佐

町
の
女
性
農

業
委
員
で
構

成
す
る
婚
活
支
援
事
業
「
農
家
の
お

せ
っ
か
い
お
ば
さ
ん
の
会
」
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
事
業
を
通
し
て
女
性
委
員

な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
さ
で
農
業

・
農
村
活
性
化
へ
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
（
関
口
友
子
委
員
）

　

農
業
委
員
会
報
「
き
ら
り
」
が
農

業
委
員
会
だ
よ
り
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り

を
心
が
け
、
広
く
情
報
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
月
二
三
日
か
ら
二
四
日
に
、
農

業
委
員
三
名
が
長
野
県
に
農
業
者
年

金
先
進
地
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
Ｃ
М
を
利
用
し
た
農
業
者

年
金
制
度
の
Ｐ
Ｒ
や
班
編
成
に
よ
る

加
入
推
進
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
深

く
感
銘
を
覚
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
研

修
内
容
を
参

考
に
し
な
が

ら
、
積
極
的

な
加
入
推
進

に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
川
村
洋
委
員
）

　

女
性
農
業
委
員
活
動
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
三
月
三
日
に
東
京
で
開
催

さ
れ
、
農
業
委
員
四
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

山
形
県
女
性
農
業
委
員
の
会
を
代

表
し
て
「
農
村
・
地
域
が
幸
せ
に
な

農
業
者
年
金
先
進
地
研
修

会
報「
き
ら
り
」優
秀
賞
受
賞

女
性
農
業
委
員
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

山ノ内町で年金加入推進の説明を受ける

全国農業会議所二田会長から
優秀賞を受賞する五十嵐会長（4/8）

事
例
発
表
す
る
関
口
委
員

農業者のための公的年金
　農業者年金は国が支える農業者のための公的年金です。制度の事務運営に要する経費は国が負担している
ため、保険料のすべてを年金原資に充てることができ、同じ保険料でも多くの年金給付原資が期待できます。
安心で豊かな老後をしっかりサポートします。

　
農
業
者
年
金
を
引
き
続
き
受
給
す
る
た

め
に
は
「
農
業
者
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」

を
必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
の
用
紙
は
五
月
下
旬
に
農
業
者
年

金
基
金
か
ら
直
接
受
給
者
の
方
へ
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
六
月
一
日
か
ら
の
受
付
と
な
り
ま
す
の

で
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各
総
合
支
所
の

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
農
業
者
老
齢
年
金
の
み
受
給
の

方
に
つ
い
て
は
、
郵
送
に
よ
る
提
出
も
受

け
付
け
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
は
六
月
末
ま
で

保険料の国庫補助があります
　認定農業者など一定の要件を備えた意欲ある担い手
には、保険料の国庫補助があります。

保険料の額は自由に決められます
　年金額の目標に向けて保険料は月₂万円から₆万₇
千円の範囲内で千円単位で選べます。

税制上の優遇措置があります
　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象
となり所得税や市民税の節税につながります。

終身年金で80歳までの保証付き
　年金は生涯支給され、仮に加入者・受給者が80歳
前に亡くなった場合でも死亡した翌月から80歳まで受
け取れるはずであった農業者老齢年金の現在価値に相
当する額が、死亡一時金として遺族に支給されます。

少子高齢時代に強く安定した年金
　自分が積み立てた保険料とその運用益により将来受
け取る年金額が決まる積立方式の年金です。加入者・
受給者の数に左右されません。

農
業
委
員
会

活
動
レ
ポ
ー
ト
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農
業
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
以

前
よ
り
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
、『
地
域
と
の
繋
が
り
』
で
す
。

地
域
と
の
関
わ
り
を
持
た
な
け
れ
ば
、

農
業
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
地
域
の
実
情
を
一
番
理

解
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
地
域
の
人

た
ち
で
あ
り
、
地
域
に
根
差
し

た
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
連
携
は
必

要
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

農
協
青
年
部
の
会
合
で
は
同

年
代
の
農
業
者
と
酒
を
酌
み
交

わ
す
こ
と
が
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。
同
年
代
の
農
業
者
と
の
意

見
を
交
わ
す
こ
と
で
、
現
在
の

農
業
が
抱
え
る
問
題
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
、
農
業
者
同
士

の
結
束
を
強
め
る
こ
と
に
も
繋

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
農
家
一
人
一
人

で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
ば
か

り
で
す
。
若
手
農
業
者
が
協
力

し
合
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

農
業
を
良
い
方
向
へ
導
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
会
社
員
を
経
て
、
二

十
代
半
ば
で
就
農
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
水
稲
を
中
心
と
し

た
経
営
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
他
に
無
人
ヘ
リ
組
織
、
作

業
受
託
組
織
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
い
つ
も
丁
寧
で
安
全

な
作
業
を
行
う
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
特
に
ヘ
リ
防

除
作
業
で
は
、
少
し
の
気
の

緩
み
が
大
き
な
事
故
を
招
い

て
し
ま
う
た
め
、
緊
張
感
を

持
っ
て
作
業
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
無
人
ヘ
リ

の
飛
行
技
術
を
競
う
大
会
に

も
出
場
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
大
会
参
加
者
と

技
術
を
競
い
合
う
こ
と
は
、

と
て
も
強
い
刺
激
と
な
り
、
技
術
の

向
上
を
図
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

さ
も
あ
り
、
農
業
へ
と
導
か
れ
た
次
第

で
す
。

　

現
在
は
、
子
育
て
・
家
事
に
追
わ
れ

る
日
々
で
す
。
い
い
歳
に
な
っ
て
き
た

両
親
を
思
い
本
腰
を
入
れ
た
い
の
で
す

が
、
私
に
は
そ
れ
ほ
ど
体
力
が
な
く
、

今
で
き
る
作
業
を
コ
ツ
コ
ツ
と
や
る
の

が
大
事
か
と
考
え
ま
す
。

　

就
農
人
口
は
減
少
し
て
も
、
人
間
が

生
き
て
い
く
限
り
、
農
業
は
な
く
な
ら

な
い
職
業
で
あ
る
と
思
い
た
い
で
す
。

農
業
は
大
変
さ
だ
け
で
な
く
、
植
物
や

自
然
の
力
強
さ
、
怖
さ
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
喜
び
の
あ
る
職
業
で
あ
る
こ
と

を
多
く
の
人
た
ち
に
分
か
っ
て
も
ら
え

た
ら
、
裾
野
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

幼
少
期
か
ら
有
無
を
言
わ
さ
ず
、
忙

し
い
時
期
に
は
畑
に
行
っ
て
手
伝
い
を

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
を
思
う

と
、
う
ち
の
子
ど
も
た
ち
は
な
ん
て
幸

せ
だ
ろ
う
と
思
っ
た
り
、
手
伝
い
を
さ

せ
た
方
が
農
業
を
す
る
気
に
な
る
の
か

と
思
っ
た
り
、
農
業
を
確
立
し
て
い
な

い
今
の
自
分
に
は
ど
れ
が
正
し
い
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
。

　

思
春
期
に
は
絶
対
に
や
る
も
の
か
と

思
っ
て
い
た
農
業
も
、
学
生
時
代
、
就

職
と
パ
ソ
コ
ン
等
の
無
機
質
な
も
の
に

接
し
て
い
る
と
寂
し
さ
が
湧
い
て
き
て
、

幼
い
こ
ろ
に
手
伝
い
を
し
な
が
ら
触
れ

合
っ
た
生
命
の
尊
さ
、
力
強
さ
と
い
っ

た
自
然
の
面
白
み
が
恋
し
く
な
っ
て
く

る
の
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
娘
の
誕
生

に
遭
遇
し
、
会
社
員
と
の
両
立
の
難
し

ハウスではサニーレタスの栽培を

かぜ
～若手農業者リレーエッセー～

農
業
と
の
つ
き
あ
い

キ
ラ
リ

女
性

な
ひ

と

か
が
や
く

女
性
農
業
者

豊　里
伊與田　明子

地域との繋がり
漆曽根　 佐　藤　太　樹
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事
務
局
長　
　
　
　
　

藤
井　

昌
道

事
務
局
次
長　
　
　
　

後
藤　
　

学

農
地
主
査　
　
　
　
　

土
井　

保
子

農
地
主
査
兼
農
地
係
長　

佐
藤
ま
ゆ
み

農
地
係
調
整
主
任　
　

五
十
嵐
則
子

農
地
係
調
整
主
任　
　

遠
田　
　

博

農
地
係
主
事　
　
　
　

加
藤
伸
一
朗

八
幡
総
合
支
所
調
整
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

正
志

松
山
総
合
支
所
主
任　

渡
部　

真
澄

平
田
総
合
支
所
主
任　

佐
藤　
　

聖

　

今
年
度
の
申
し
込
み
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

【
受
け
手
】

◆
申
し
込
み
期
間
◆

　

平
成
27
年
５
月
～
平
成
28
年
３
月

ま
で
（
予
定
）

※
平
成
26
年
度
に
登
録
済
み
の
方
は

継
続
さ
れ
ま
す
の
で
再
申
し
込
み

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
出
し
手
】

◆
申
し
込
み
期
間
◆

　

平
成
27
年
10
月
ま
で　

◆
申
し
込
み
方
法
◆

　

庄
内
み
ど
り
農
協
営
農
課
、
酒
田

市
袖
浦
農
協
、
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
後
日
、
農
協
広
報
等
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
サ
イ

ト
で
農
地
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
会
窓
口
で
も
閲
覧
可

能
で
す
。
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

形
県
や
酒
田
市
の
農
業
賞
を
は
じ
め

数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
啓
翁
桜
や
木
蓮
の
ほ
か
幾

種
も
の
花
木
を
八
㌶
栽
培
。
農
協
出

荷
と
ギ
フ
ト
が
中
心
で
す
が
、
著
名

な
華
道
家
に
も
花
材
を
提
供
し
ま
す
。

　

春
樹
さ
ん
は
絵
を
書
く
こ
と
が
大

好
き
で
、
そ
れ
が
花
を
作
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
方
、

年
間
通
じ
て
ど
ん
な
花
木
が
使
わ
れ

る
か
を
覚
え
た
く
て
生
け
花
を
始
め

た
美
佐
子
さ
ん
は
師
範
の
資
格
を
取

得
す
る
ま
で
極
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
い
つ
も
あ
う
ん
の
呼
吸

で
、
春
樹
さ
ん
が
育
て
た
花
木
を
ど

の
よ
う
に
で
も
生
け
る
と
い
う
美
佐

子
さ
ん
。
ほ
っ
こ
り
咲
い
た
桜
の
よ

う
に
、
い
つ
ま
で
も
一
緒
に
花
々
の

栽
培
を
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

（
庄
司　

隆
委
員
）

　

春
樹
さ
ん
（
七
四
歳
）
と
美
佐
子

さ
ん
（
七
四
歳
）
は
す
て
き
な
花
々

と
と
も
に
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

春
樹
さ
ん
が
花
木
の
栽
培
を
始
め

た
の
は
、
結
婚
十
年
後
の
生
産
調
整

が
始
ま
っ
た
こ
ろ
で
、
一
㌶
か
ら
始

め
た
啓
翁
桜
の
栽
培
は
、
冬
場
に
で

き
る
仕
事
を
模
索
し
て
の
こ
と
。
当

時
は
花
木
を
徹
底
し
て
勉
強
し
ま
し

た
。
山
形
の
先
生
に
も
夫
婦
で
通
い

続
け
ま
し
た
。
い
い
先
生
に
恵
ま
れ
、

育
て
て
も
ら
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

自
然
相
手
ゆ
え
ト
ラ
ブ
ル
は
数
え

切
れ
ず
、
長
い
年
月
を
か
け
て
技
術

を
培
っ
て
き
ま
し
た
。
花
木
枝
物
部

門
で
第
一
人
者
の
高
橋
さ
ん
は
、
山

農業委員がおじゃましてお聞きしました！

　
　
春
　
樹

髙
橋
　
　
　
ご
夫
妻

　
　
美
佐
子

東
平
田
地
区
・
北
沢

農
地
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す

農
地
中
間
管
理
事
業
の
申
し
込
み

農
業
委
員
会
事
務
局
の
新
体
制

※飽くまでも参考の金額ですので、委託者・受託者双方で相談して決定してください。
※転作（大豆・飼料用米）を加味した額となっています。
※土地改良区の償還金があるところ、変形田、中山間地等の作業環境が悪いところについては、
委託者・受託者双方で相談して決定してください。

酒田市農地集積センター参考賃借料検討協議会 作成

（10a当たり）

農地 区分 平成26年度 平成27年度 基準収量

田

1 １７，０００円 １２，０００円 ６００㎏
2 １４，０００円 １０，０００円 ５８０㎏
3 １１，０００円 ７，０００円 ５５０㎏
4 ８，０００円 ４，０００円 ５２０㎏
5 ２，０００円 １，０００円 ４８０㎏

畑  ６，０００円  ４，０００円

平成27年度 酒田市参考賃借料
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英
国
の
こ
と
わ
ざ
で
あ
る
。
言
葉

の
奥
に
は
も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
る

の
だ
ろ
う
が
、
花
が
咲
き
、
木
々
の

若
葉
が
美
し
い
季
節
を
迎
え
た
。
風

も
気
持
ち
が
い
い
。
五
月
晴
れ
の
も

と
、
薫
風
に
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
様
は

圧
巻
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
せ
て
も
ら
う
の

が
と
っ
て
も
大
好
き
な
、
五
才
に
な

る
友
人
の
お
孫
さ
ん
に
「
一
番
で
っ

か
い
ト
ラ
ク
タ
ー
を
買
っ
て
あ
げ
る
。

だ
か
ら
、
大
き
く
な
っ
た
ら
農
業
を

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
っ
た
と

こ
ろ
「
考
え
て
お
く
」
と
の
答
え
。

こ
の
子
た
ち
も
進
ん
で
農
業
が
で
き

る
時
代
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

　

我
が
集
落
に

も
法
人
化
の
風

が
吹
い
て
き
て

い
る
。

　
　
　

（
ヤ
）

　最近酒田でもよく目にする地元産のパプリカ。ビタ
ミンCやβカロチンが多く含まれ、栄養価も豊富です。
　パプリカといえばハンガリーといわれるように、ハ
ンガリーの人たちは毎日パプリカを食べているようで
す。また、パプリカパウダーもハンガリーの人が考案
したといわれています。料理の上にふりかけたりして、
毎日欠かさず食べているようです。
　グーラッシュというハンガリーの有名な煮込み料理
がありますが、今回は家庭でも簡単に作れる若鶏とパ
プリカの煮込みを作ってみました。

若鶏と野菜のパプリカ煮
グリーンピースのムース

「食の都庄内」
親善大使
レストラン ロアジス
グランシェフ
太田　政宏

酒田の“旬”を食す

①　パプリカ、ピーマン、玉ねぎは太めの千切りにする。
②	 トマトは湯むきして種を取り除き、5㎜角に切っておく。
③	 若鶏モモ肉は5㎝くらいに切り、塩コショウする。
④	 ちょうど鶏肉が入る鍋にバター10gを入れ、①の野菜
を、玉ねぎ、パプリカ、ピーマンの順に入れて炒める。

⑤　④にパプリカの粉、トマト、白ワインを入れ少し煮る。
水とブイヨンキューブを入れ弱火で煮ておく。

⑥　③に小麦粉をつけ、サラダオイルをひいたフライパン
で焼き色を付ける。

⑦　⑥を⑤の鍋に入れ、ふたをして約15分弱火で煮る。
⑧　5分前に残りのバターとパセリ（つまんだ物）を入れ、
塩コショウで味を調える。

⑨　塩ゆでしたスナップエンドウを付け合わせる。

材料（４人前）
・若鶏モモ肉･････････････････500g
・小麦粉･･････････････････････適量
・玉ねぎ･･････････････････････ 1個
・トマト･･････････････････････ 1個
・パプリカの粉･････････小さじ1.5杯
・サラダオイル･･････････ 大さじ2杯
・白ワイン･･･････････････････ 50㏄
・水････････････････････････300㏄
・ブイヨンキューブ････････････ 1個
・パプリカ 黄、赤････ それぞれ1/2個
・ピーマン････････････････････ 2個
・パセリ･･････････････････････少量
・ローリエ････････････････････ 1枚
・バター･･････････････････････ 20g
・塩コショウ･･････････････････適量
・スナップエンドウ････････････ 4枚

若鶏と野菜のパプリカ煮
作り方

春

編
集
後
記

「
三
月
の
風
と
四
月
の
雨
で

五
月
の
花
が
咲
く
」

＊当コーナーは、今回をもちまして終了させていただきます。
　12回にわたりご協力いただき、ありがとうございました。


